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研究成果の概要（和文）：本研究は、創業初期から急速な成長を実現し、また国際化を果たす企業、特にスター
トアップ企業の専門的経営人材の活用をインタビュー調査から定性的に分析し、またその現状を統計情報の整備
によって把握する事で、実務及び学術両面から企業成長に必要となる個人レベルの知識、能力を詳細に理解する
事を目指した。その結果、東証マザーズに新規株式公開を行った企業の経営人材に関する網羅的なデータベース
を整備し、こうした企業の成長に貢献した人材の特性を明らかにすると同時に、インタビュー調査から過去30年
においてこうしたスタートアップ企業の専門的経営人材の活用のあり方がどのように変遷したかを明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：This research investigated the role of the management resources of the high 
growth startup companies through interviews and statistical information. By developing the database 
of the management professionals who experienced IPO and by interviews of entrepreneurs, this 
research analyzed the profile of the management who have contributed the successful growth of the 
firm and the changes in the ways in which startups utlised such management resources for their 
growth.

研究分野：経営戦略、国際経営
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本国内市場の成長の限界が認識され、逆
に新興国の経済が急成長する中、国内外にお
いて短期間に急速に成長する企業の事例が
多数確認されるようになった。 
スタートアップ企業を対象とする調査研
究においては、創業者ならびに経営陣の特性
がこうした急速な成長に大きな影響をもた
らしている事が理解されていたが、具体的に
どのような専門的経営人材、すなわち創業者
ならびに経営陣のみならず、企業成長に資す
る高度な専門知識を持った人材がこうした
企業の成長に貢献しているかは充分に明ら
かにされてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、創業初期から急速な成長を実現
し、また国際化を果たす企業、特にスタート
アップ企業の専門的経営人材の活用をイン
タビュー調査から定性的に分析し、またその
現状を統計情報の整備によって把握する事
で、実務及び学術両面から企業成長に必要と
なる個人レベルの知識、能力を詳細に理解す
る事を目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は、特にスタートアップ企業の専門
的経営人材の活用に焦点を当て、それに関す
る情報を体系的に整備すると同時に、スター
トアップ企業のみならず、広く日本国の企業
（大企業及び老舗企業）において求められる
経営人材に関して調査を進める事で、幅広く
企業成長に求められる専門的経営人材のあ
り方を理解した。 
第一に、これまでに東証マザーズへの上場
に成功した経営陣（取締役及び監査役）全員
の経歴を調査するべく、上場申請のための有
価証券報告書を全社分入手し、それをデータ
ベースに入力、その全般的な傾向を洗い出す
ことで、成功事例に共通的に見られる専門的
経営人材の傾向を明らかにした。 
第二に、日本の ICT 領域のスタートアップ
企業の中から、特に急速な成長を果たした企
業と、果たす事ができなかった企業の二つの
種類の企業から、こうした企業がどのような
採用を行い、どのような専門的経営人材を活
用してきたのかをインタビュー調査にて調
査し、それが過去 30 年ほどの期間において
どのように変化してきたのかを理解した。 
第三に、スタートアップ企業の専門的経営
人材のあり方を客観的に把握するため、伝統
的な大企業における現在の専門的経営人材
のあり方を専門家インタビューにより明ら
かにするとともに、そうした企業のうちで特
に改革に先進的な企業がどのような専門的
な経営人材の開拓に取り組んでいるかを理
解した。これにより、規模の大きな企業と、
規模の小さな企業の間にどのような違いが
存在するかを検討した。 
第四に、スタートアップ企業の専門的経営

人材のあり方を客観的に把握するため、創業
後100年以上において経営を安定的に成長さ
せる老舗企業における専門的経営人材の活
用について調査を進め、そうした企業が戦略
を転換する契機である代替わりのタイミン
グにおいてどのように専門的経営人材の活
用方法を変化させていくかを理解した。これ
により社歴の長い企業と短い企業の間にど
のような違いが存在するかを検討した。 
第五に、日本のスタートアップ企業のあり
方と、アジアの他の地域のスタートアップ企
業の専門的経営人材のあり方にどのような
違いが存在するかを理解するため、ソウル、
北京、蘇州、重慶の研究者と連携し、相互の
国際比較を試みた。これにより、日本の ICT
エコシステムの独自要因が、スタートアップ
企業の専門的経営人材の採用と活用の実態
に与える影響について検討した。 
最後に、こうした専門的経営人材の活用の
あり方が、人工知能や IoT といった新しい技
術の発展と導入によってどのように変化す
るであろうかを議論し、未来の専門的経営人
材の活用方法について議論を深めた。 
 
４．研究成果 
本研究は、特に実務家に資する知見を幅広
く開拓し、それを調査レポートや専門誌を通
じて発信する事に成功すると共に、専門的な
経営人材の現状に関する一次情報を得る事
により、国際的な共同研究体制を通じて、学
会発表を中心とした学術的な成果の発信に
も成功した。 
第一に、東証マザーズへの上場に成功した
スタートアップ企業の専門的経営人材の調
査においては、1999 年の東証マザーズ設立か
ら 2017 年末までに上場した企業全ての取締
役及び監査役の経歴を網羅的に把握し、こう
した専門的経営人材の学歴や職歴を分析す
る事から、どのような専門性を持つ専門的経
営人材が上場する企業の経営に携わってい
るかを明らかにした。この分析結果は 2015
年、2016 年、2017 年のベンチャー白書の日
本語版及び英語版の双方に発表され、特に
2016年の記事は多くの反響を得た。特にSMBC
日興證券との意見交換はその後の共同研究
（ https://www.smbcnikko.co.jp/news/re
lease/2017/pdf/170818_01.pdf ）につなが
り、同社から刊行された株式上場の手引き
（2017 年度版）への寄稿に寄稿に繋がるなど
大きな成果となった。 
第二に、日本の ICT 領域のスタートアップ
企業のインタビュー調査においては、過去 30
年の間にどのような専門的経営人材の活用
方法の変化が起きたかを明らかにした。特に
近年では外資系企業や過去に成長を果たし
た大手スタートアップ企業からの転職組が
存在感を示すようになり、また複数の組織に
同時に所属し、フリーランスのような働き方
をしながら、しかし高度な専門知識を持つ専
門的経営人材が活躍していることが把握で



きた。過去には比較的学歴も職歴も十分では
ない人材に依存せざるを得なかったことと
比較すると、経営人材の活用のあり方も大き
く変化した事が見て取れた。この成果は多数
の国際的な学術会議において発表すると同
時に、分担執筆により英語にて出版した書籍
(Japanese Management in Evolution)に収蔵
される論文の作成に繋がった。 
第三に、伝統的な大企業における専門的な
経営人材の活用方法を理解するため、特にこ
うした人材の活用が進んでいると言われる
GE の組織形態と戦略の変遷に関する調査研
究を進めた。また海外事例を理解するため、
英国の研究者と共同研究を行い、海外でのこ
うした先進事例が、どのようにすれば日本の
伝統的な企業においても活用する事が可能
であるかを議論した。この成果は、共同研究
の成果としては英語と日本語の2本のオンラ
イン記事として、また GE の調査に関しては
論文として実務家向けの専門誌である
DIAMOND ハーバードビジネスレビューに掲載
され、多方面からの反響を得た。 
第四に、老舗企業の調査研究においては、
これも英国の別の研究者と共に創業200年を
超える日本の老舗企業の代替わりに関する
調査研究を行い、これまで創業家のみに焦点
が当たっていた調査研究に対して、非創業家
の経営幹部（専門的経営人材）が果たす役割
に関して調査研究を進めた。その結果、代替
わりにおける戦略変更のプロセスにおいて
は、専門的経営人材が極めて大きな役割を果
たしている事を確認し、創業家の人的関係や
相互の衝突に関心の中心がおかれていたフ
ァミリービジネス研究に対して大きな貢献
の可能性のある調査結果を得た。本研究の成
果は経営戦略に関係する実務家向けの書籍
（経営戦略原論）や連載記事（経営戦略を浸
透させる：人間への理解がもたらす組織の前
進）の執筆により実務家向けの発信を行った。
また、調査年度終盤にかけて学術論文にとり
まとめ、現在投稿中である。 
第五に、アジアのスタートアップエコシス
テムの比較研究においては、北京、重慶、蘇
州、北京、東京にて同時にインタビュー調査
を行い、また統計情報を網羅的に収集する事
で、これらの地域間に存在するエコシステム
の差違についての理解を深めた。特にシリコ
ンバレーなどの欧米のエコシステムに比較
し、属人的なつながりが家族や地域などの非
経済的なつながりによって強化されており、
また採用や人材の活用の仕方に関しても、ア
ジア特有の要因が存在する事の可能性を確
認 で き た 。 こ の 成 果 は Academy of 
International Businessなどの国際的な学術
会議にて発表するだけでなく、調査年度終盤
にかけて学術論文にとりまとめ、現在投稿中
となっている。 
最後に、新たな技術が経営に与える影響に
関しては、別途参画していた人工知能に関す
る研究会で得た知見や、またスタートアップ

企業との情報交換を得て学んだ最先端の実
践に関する知識をとりまとめ、どのように経
営の前提が変わるのか、そしてどのように経
営が変化するのかに関しての一定の視座を
得た。この成果は、1本のオンライン記事（技
術の進化が導く経営戦略の未来）と 1本の論
文（IoT で組織の境界線は変わる）として
DIAMOND ハーバードビジネスレビューに掲載
されるに至った。 
調査年度全体、活動全般を通じて、専門的
経営人材に関する幅広い理解に努め、その理
解を元に特に実務家向けの発信に関しては
満足のいく成果を残す事ができた。 
その一方で、当初はグローバル化を果たす
企業に着目しようとしたが、充分な数の国際
的なスタートアップを発見できなかったた
め、国際化の側面に関しては思うような成果
に繋がらなかった。また、初年度に実施した
質問票調査は、権利関係の調整に手間取り、
また当初予定していたデータの分析手法が
充分に機能しなかったため、最終的な成果の
発信にまで繋げる事はできなかった。 
しかしながら、スタートアップ企業全般の
専門的経営人材の活用のあり方に関する全
体像を把握し、その未来の方向性を考えるに
充分な情報を得る事がかない、またそれを元
にして多数の研究発表を行い、また成果を発
信する事ができたことで、当初目的としてい
た到達点に近い成果を残す事ができたと考
えている。 
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